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全
国
で
学
校
ト
イ
レ
に
生

理
用
品
を
配
備
す
る
自
治
体

が
増
え
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
の
実
態
を
知
る
た
め
に
「
新

日
本
婦
人
の
会
」
が
大
東
中
学

校
を
除
く
市
内
中
学
校
の
女

子
生
徒
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
も

と
に
質
問
し
ま
し
た
。 

 

「
生
理
用
品
が
な
く
て
困
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
」
の
問

い
に
、
８
割
が
「
あ
る
」
と
回

答
。「
あ
る
と
答
え
た
理
由
は
」

の
問
い
に
は
、
９
割
以
上
が

「
急
に
生
理
に
な
っ
た
」
と
答

え
て
い
ま
す
。 

 

私
は
「
学
校
を
安
心
で
き
る

環
境
に
す
る
こ
と
は
大
人
の

責
任
で
あ
り
、
自
治
体
が
取
り

組
む
べ
き
」
と
求
め
ま
し
た
。 

 

景
山
教
育
長
は
「
今
年
度
、

改
め
て
学
校
現
場
に
調
査
を

行
っ
た
。
今
後
、
校
長
、
養
護

教
諭
と
検
討
し
て
い
く
」
と
前

向
き
の
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。

（
「
上
代
か
ず
み
の
議
会
報

告
」
よ
り
） 

 

吉
井
議
員―

今
年
度
か
ら

出
雲
市
で
も
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ

ー
相
談
窓
口
が
設
置
さ
れ
た
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
解
消
の
た

め
に
は
関
係
機
関
の
連
携
や

意
識
の
啓
発
が
必
要
と
考
え

る
が
、
市
の
取
り
組
み
は
。 

 

子
ど
も
未
来
部
長―

家
庭

の
抱
え
る
事
情
に
よ
り
、
関
係

機
関
が
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、

機
関
の
連
携
が
非
常
に
重
要

と
な
る
。
本
年
度
、
小
・
中
・

高
校
生
を
対
象
に
実
態
調
査

を
実
施
し
て
い
る
。
調
査
結
果

を
通
じ
て
、
関
係
機
関
と
の
連

携
に
つ
な
が
る
必
要
な
支
援

体
制
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

（
「
吉
井
や
す
み
市
議
会
報

告
」
よ
り
） 

 

年
金
者
組
合
石
見
支
部
と

浜
田
、
江
津
の
両
民
商
は
１
３

日
に
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田
で
重

税
反
対
集
会
を
開
き
ま
す
。 

 

年
金
者
組
合
と
民
商
で
は

集
会
後
、
浜
田
税
務
署
へ
出
向

き
自
主
申
告
す
る
と
と
も
に
、

財
務
大
臣
と
国
税
庁
長
官
宛

て
に
消
費
税
率
の
５
％
引
き

下
げ
、
物
価
高
騰
に
見
合
う
年

金
額
の
引
き
上
げ
を
求
め
る

要
望
書
を
手
渡
す
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。（「
ご
う
つ
民
報
」

よ
り
） 

も
に
、
市
町
村
分
に
つ
い
て

も
同
様
の
対
応
を
検
討
し
て

も
ら
っ
て
い
る
」
と
答
え
ま

し
た
。 

Ａ
１
８
ホ―

ネ
ッ
ト
戦
闘
攻

撃
機
と
接
触
し
墜
落
す
る
事

故
が
発
生
。
防
衛
省
に
よ
れ

ば
「
空
中
給
油
訓
練
は
陸
地

上
空
で
は
実
施
し
な
い
」
と

の
確
認
が
２
国
間
で
な
さ
れ

て
い
ま
す
。 

大
国
氏
は
「
防
衛
省
に
事

実
確
認
を
行
う
と
と
も
に
、

政
府
と
米
軍
に
強
く
抗
議
す

べ
き
」
と
要
求
。
森
本
敬
史

防
災
部
長
は
「
米
軍
が
行
う

空
中
給
油
に
よ
り
、
県
民
生

活
に
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と

答
え
、
米
軍
に
空
中
給
油
を

行
わ
な
い
よ
う
、
浜
田
市
な

ど
と
も
連
携
し
て
、
国
を
通

じ
て
要
請
す
る
対
応
を
検
討

す
る
考
え
を
示
し
ま
し
た
。 

各
県
で
は
、
大
規
模
災
害

に
備
え
る
た
め
に
地
域
防
災

計
画
の
前
提
と
な
る
被
害
想

定
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
石
川
県
で
は
残
念
な
こ

と
に
最
新
の
被
害
想
定
が
行

わ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

尾
村
県
議
は
、
宍
道
断
層

（
３
９
㌔
）
と
同
一
線
上
に

あ
る
鳥
取
沖
断
層
（
９
８
㌔
）

と
の
連
動
性
を
再
評
価
し
、

こ
れ
ら
断
層
が
連
動
し
た
際

の
被
害
想
定
を
地
域
防
災
計

画
の
前
提
条
件
に
す
べ
き
で

あ
り
、
計
画
を
不
断
に
見
直

す
よ
う
強
調
。
そ
の
上
で
、

現
在
の
「
島
根
県
備
蓄
物
資

整
備
計
画
」
は
、
島
根
半
島

沖
合
断
層
の
地
震
を
最
大
の

被
害
想
定
に
設
定
し
、
備
蓄

数
量
の
目
標
を
定
め
て
い
る

と
指
摘
。「
市
町
村
は
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
防
災
計
画
に
基
づ

き
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て

必
要
な
品
目
・
数
量
を
確
保

し
て
い
る
が
、
市
町
村
に
よ

っ
て
品
目
や
数
量
に
ば
ら
つ

き
が
あ
る
」
と
述
べ
、「
県
と

市
町
村
の
備
蓄
状
況
を
共
有

し
、
オ
ー
ル
島
根
で
の
備
蓄

連
携
体
制
の
強
化
が
必
要

だ
」
と
主
張
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
能
登
半
島
地
震
で

は
、
道
路
の
寸
断
等
に
よ
っ

て
数
日
間
に
わ
た
っ
て
多
く

の
孤
立
集
落
が
生
ま
れ
た
教

訓
を
踏
ま
え
、
防
災
備
蓄
物

資
の
整
備
状
況
や
備
蓄
目
標

を
再
検
証
す
る
よ
う
迫
り
ま

し
た
。
森
本
敬
史
防
災
部
長

は
「
食
料
、
飲
料
水
に
つ
い

て
、
県
市
町
村
そ
れ
ぞ
れ

０
・
５
日
分
、
家
庭
１
日
分
、

合
わ
せ
て
２
日
分
と
し
て
い

る
備
蓄
目
標
に
つ
い
て
、
県

分
を
１
日
分
に
増
や
す
と
と

か
ら
も
「
日
米
合
意
」
に
反

す
る
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
は
明
ら
か
だ
と
強
調
し

ま
し
た
。 

 

大
国
氏
は
、
浜
田
市
の
上

空
で
米
軍
岩
国
基
地
所
属
の

米
軍
機
が
空
中
給
油
（
訓
練
）

し
た
と
み
ら
れ
る
事
案
も
取

り
上
げ
ま
し
た
。 

Ｋ
Ｃ
１
３
０
空
中
給
油
機

を
巡
っ
て
は
、
２
０
１
８
年

に
高
知
県
沖
で
給
油
中
の
Ｆ

大
平
よ
し
の
ぶ
元
衆
院
議
員
は
、

総
選
挙
で
の
比
例
議
席
奪
還
に
向
け

て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
を
強
め
て
い
ま

す
。
ス
マ
ホ
で
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
込
ん
で
、
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
・
フ
ォ
ロ
ー

し
て
く
だ
さ
い
。 

 

員
の
裏
金
問
題
に
触
れ
「
中

小
業
者
に
は
厳
し
い
税
務
調

査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
国
税

庁
は
厳
正
な
調
査
と
課
税
を

行
う
べ
き
だ
」
と
あ
い
さ
つ

し
、
全
日
本
年
金
者
組
合
島

根
県
本
部
の
近
藤
修
書
記
長

は
「
社
会
保
障
や
年
金
生
活

を
豊
か
に
す
る
た
め
に
力
を

合
わ
せ
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。 

 

日
本
共
産
党
の
尾
村
利
成

県
議
が
来
賓
あ
い
さ
つ
（
写

真
）
し
、
む
ら
ほ
え
り
こ
党

県
副
委
員
長
、
舟
木
健
治
市

議
が
参
加
。
集
会
後
、
参
加

者
は
松
江
税
務
署
ま
で
デ
モ

行
進
し
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
の
中
国
ブ
ロ

ッ
ク
い
っ
せ
い
宣
伝
で
、
松

江
市
で
は
２
月
定
例
県
議
会

が
閉
会
し
た
１
４
日
夕
、
県

庁
前
で
尾
村
利
成
、
大
国
陽

介
の
両
県
議
、
舟
木
健
治
、

橘
ふ
み
両
市
議
が
訴
え
ま
し

た
。
裏
金
問
題
究
明
に
背
を

向
け
、
大
軍
拡
や
原
発
稼
働

を
強
行
す
る
岸
田
自
公
政
権

を
批
判
し
、「
国
民
の
願
い
を

裏
切
っ
て
い
る
自
民
党
に
厳

し
い
審
判
を
下
そ
う
」
と
力

説
し
ま
し
た
。（
写
真
） 

尾
村
氏
は
、
地
震
や
津
波

な
ど
自
然
災
害
は
止
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
危
険
な

原
発
は
止
め
る
こ
と
が
で
き

る
と
述
べ
、「
原
発
メ
ー
カ
ー

か
ら
献
金
を
受
け
取
っ
て
い

な
い
共
産
党
と
一
緒
に
『
原

発
ゼ
ロ
の
島
根
』
を
つ
く
ろ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

大
国
氏
は
、
再
来
年
度
か

ら
県
の
子
ど
も
医
療
費
助
成

が
拡
大
さ
れ
、
県
全
体
で
１

８
歳
ま
で
が
対
象
と
な
る
こ

と
を
紹
介
。「
保
育
や
義
務
教

育
の
完
全
無
償
化
も
子
育
て

世
代
か
ら
の
強
い
願
い
で
あ

り
、
さ
ら
な
る
充
実
を
求
め

て
い
く
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

舟
木
、
橘
の
両
氏
が
市
政

報
告
し
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
の
尾
村
利
成
県
議
は
２
月
２
８
日
に
一
般

質
問
に
立
ち
ま
し
た
。
大
国
陽
介
県
議
は
１
日
に
一
般
質
問

を
行
い
、
知
事
や
執
行
部
を
質
し
ま
し
た
。
（前
号
の
続
き
） 

３
・
１
３
重
税
反
対
統
一

行
動
島
根
県
中
央
集
会
が
１

３
日
、
松
江
市
内
で
開
か
れ
、

約
６
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。 

 

県
商
工
団
体
連
合
会
の
諸

遊
克
巳
会
長
は
、
自
民
党
議

 

大
国
県
議
は
、
米
軍
機
に

よ
る
県
西
部
で
の
低
空
飛
行

訓
練
が
激
化
し
、
住
民
に
騒

音
被
害
と
強
い
不
安
を
与
え

続
け
て
い
る
と
指
摘
。
日
米

両
政
府
が
１
９
９
９
年
に
合

意
し
た
「
安
全
性
を
最
大
限

確
保
」「
地
元
住
民
に
与
え
る

影
響
を
最
小
限
に
す
る
」
と

の
約
束
は
全
く
反
故
に
さ
れ

て
い
る
と
し
、
国
や
自
治
体

の
騒
音
測
定
器
に
よ
る
結
果


